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【
概
況
】

10
年
の
東
京
市
場
の
タ
マ
ネ
ギ
は
、

入
荷
が
順
調
だ
っ
た
07
～
08
年
と
比

べ
て
12
％
程
度
の
入
荷
減
と
な
り
、

過
去
５
年
の
平
均
価
格
の
44
％
も
高

い
キ
ロ
１
２
５
円
と
暴
騰
し
た
。
各
月
の
入

荷
を
見
る
と
、
年
前
半
は
、
近
年
入
荷
が
少

な
か
っ
た
09
年
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
い
る
。

後
半
に
関
し
て
は
前
年
よ
り
入
荷
増
と
な
っ

た
も
の
の
、
過
去
５
年
の
平
均
値
よ
り
少
な

く
、
単
価
高
推
移
と
な
っ
た
。
輸
入
品
の
割

合
は
、
中
国
、
米
国
を
始
め
と
し
て
１
割
を

超
え
た
。

【
�
�
�

背景�

】

10
年
の
タ
マ
ネ
ギ
輸
入
量
は
、
日
本
全
体
で

34
万
ｔ
だ
っ
た
。
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
日

本
の
約
１
割
の
需
要
が
あ
る
か
ら
、
単
純
計

算
で
は
３
万
４
０
０
０
ｔ
だ
が
、
東
京
市
場

で
��������
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の
輸
入
量
は
１
万
ｔ
強
。
２
万
数千

ｔ
が

市
場
を
経
由
し
な
い
で
流
通
し
た
こ
と
に
な

る
。
市
場
の
平
均
価
格
は
平
年
よ
り
４
割
以

上
高
い
��������
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１
２
５
円
、
こ
れ
に
対
し
て
輸

入
品
の
平
均
単
価
は
�同
42
円
（
港
到
着
価
格
）。

中
国
産
な
ど
は
「
剥
き
タ
マ
ネ
ギ
」
の
状
態

で
も
50
～
60
円
と
さ
れ
る
か
ら
、
加
工
・
業

務
需
要
は
輸
入
品
頼
り
に
な
る
。

２
０
１
０
年
は
国
産
野
菜
が
品
薄
高
値
と
な
っ
た
た
め
、

生
鮮
野
菜
の
輸
入
量
が
前
年
よ
り
35
％
増
え
、
約
79
万
ｔ
と

な
っ
た
。
輸
入
全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
る
タ
マ
ネ
ギ
が
64

％
増
、
ニ
ン
ジ
ン
が
56
％
増
、
ネ
ギ
が
54
％
増
、
さ
ら
に
キ

ャ
ベ
ツ
は
79
％
��

�
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な
ど
、
主要

品
目で大き



な
増
加
を
見せ


た
。
特
に
３
～
４
月
お
よ
び
９
～
12
月
の
輸
入
量
が
前
年
を

大き

く
上
回
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
６
割
が
中
国
産

（
12
万
５
０
０
ｔ
増
）、
３
割
が
米
国
産
（
５
万
８
５
０
０
ｔ

増
）
だ
。
需
要
構
造
か
ら
見
る
と
、
主要

品
目
に
お
い
て
輸

入
品
を
多
用
す
る
の
は
加
工
・
業
務
用
需
要
が
中
心
で
あ
る
。

一
方
で
小
売
需
要
の
利
用
が
多
い
卸
売
市
場
で
は
、
ど
ん
な

影
響
が
出
て
い
る
の
か
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

タマネギ
相
場
４
割
高
で
34
万
ｔ
輸
入
。
国
産
の
作
柄
回
復
が
輸
入
依
存
を
解
消0
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【
概
況
】

10
年
の
東
京
市
場
の
ニ
ン
ジ
ン
は
、

入
荷
量
が
前
年
よ
り
４
％
減
で
、
キ

ロ
単
価
は
１
４
０
円
と
14
％
高
く
な

っ
た
。
前
年
の
年
間
キ
ロ
単
価
が
１

２
０
円
前
後
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
か

な
り
高
い
相
場
だ
と
い
え
る
。
実
は
06
年
に

１
４
５
円
、
08
年
に
１
４
５
円
と
、
隔
年
で

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も

翌
年
が
入
荷
増
の
単
価
安
に
な
る
点
が
共
通

し
て
い
る
。
高
く
な
る
年
は
入
荷
量
が
減
少

す
る
た
め
、
輸
入
が
増
え
る
と
い
う
原
則
も

あ
る
。

【
�
�
�

背景�

】

10
年
の
輸
入
量
は
、
前
年
を
56
％
も
上
回
っ

て
６
万
５
０
０
０
ｔ
を
超
え
た
。
同
様
の
輸

入
量
が
あ
っ
た
の
は
07
年
で
、
こ
の
年
は
東

京
市
場
へ
の
入
荷
が
近
年
���
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な
い
ほ
ど
多
く
、

９
万
３
０
０
０
ｔ
近
く
あ
り
、
キ
ロ
単
価
も

暴
落
し
て
１
０
０
円
で
あ
っ
た
。
原
因
は
、

前
年
が
大
幅
な
入
荷
減
で
単
価
が
１
４
５
円

と
高
騰
し
た
た
め
、
国
内
産
地
が
総
じ
て
生

産
出
荷
を
増
や
し
た
か
ら
だ
。
08
年
、
09
年

の
輸
入
量
は
減
っ
て
３
万
ｔ
台
。
中
国
産
の

敬
遠
気
運
が
高
ま
り
、
こ
の
２
年
で
国
産
が

代
替
し
た
。

ニンジン
中
国
依
存
か
ら
豪
州
、
台
湾
に
分
散
。
今
年
は
国
産
の
安
定
供
給
な
る
か
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輸
入
が
急
増
し
た

野
菜
類
を
検
証
す
る

野菜生産者のための相場研究

【
�
�
�
�
�
�

今後

の
対応�

】

今
年
１
月
に
な
っ
て
も
、
タ
マ
ネ
ギ
は
国
産

が
品
薄
高
に
な
っ
て
お
り
、
中
国
産
だ
け
で

も
輸
入
量
が
７
０
０
０
ｔ
と
、
前
年
同
月
の

２
倍
に
な
っ
た
。
国
産
の
出
回
り
が
増
え
な

い
限
り
、
輸
入
量
が
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

が
続
く
が
、
今
後
は
九
州
産
の
出
荷
が
あ
る

ほ
か
、
生
産
面
積
増
の
産
地
や
地
産
地
消
的

な
生
産
導
入
も
あ
る
。
本
命
の
北
海
道
産
に

つ
い
て
も
、
今
年
は
生
産
意
欲
が
例
年
に
な

く
強
い
。
タ
マ
ネ
ギ
は
国
産
が
安
定
し
て
い

る
限
り
、
構
造
的
に
輸
入
量
は
増
え
な
い
こ

と
を
銘
記
し
た
い
。

【
�
�
�
�
�
�

今後

の
対応�

】

加
工
・
業
務
向
け
の
ニ
ン
ジ
ン
は
、
中
国
産

か
ら
国
産
へ
転
換
が
進
ん
だ
か
と
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
10
年
は
、
主
産
地
の
千
葉
も
北
海

道
も
一
年
を
通
じ
て
の
天
候
�
��

�
�
�

不
順
�
�
�
�

で
軒並み



凶
作
基
調
と
な
り
、
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ぬ

と
中
国
産
を
始
め
と
す
る
輸
入
品
依
存
に
戻

っ
た
。
た
だ
し
中
国
産
の
入
荷
割
合
は
減
っ

て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
台
湾
産
な
ど
に
分
散
し
た
。
今
年

１
月
の
輸
入
量
は
約
３
０
０
０
ｔ
と
、
前
年

の
３
倍
。
今
年
は
国
産
の
巻
き
返
し
を
期
待

し
て
い
る
。
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流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』、『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』、『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

【
概
況
】

10
年
の
東
京
市
場
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
、

入
荷
量
が
前
年
よ
り
６
％
程
度
の
減

少
と
な
っ
た
も
の
の
、
年
間
で
17
万

７
０
０
０
ｔ
と
い
う
数
字
は
ほ
ぼ
平

年
並み

。
し
か
し
平
均
単
価
は
前
年
よ
り
24

％
高
い
キ
ロ
１
０
３
円
と
高
騰
し
た
。
露
地

物
の
中
で
は
比
較
的
安
定
し
た
品
目
で
あ
り
、

昨
年
の
天
候
不
順
に
耐
え
た
部
分
も
あ
る
が
、

家
庭
用
、
業
務
用
������
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に
と
っ
て
も
�
�
��

�

基
幹
的
な
食

材
で
あ
る
だ
け
に
、
ほ
か
の
野
菜
が
品
薄
に

な
る
中
で
需
要
が
よ
り
集
中
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。

【
�
�
�

背景�

】

キ
ャ
ベ
ツ
の
国
内
需
要
は
、
１
８
０
万
ｔ
近

く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
10
年
の
輸
入
量
で
あ

る
２
万
３
０
０
０
ｔ
は
、
前
年
よ
り
８
割
近

く
増
え
た
と
い
っ
て
も
、
全
体
か
ら
す
れ
ば

わ
ず
か
な
量
だ
。
輸
入
の
大
部
分
����




を
���



中
国
産

が
占
め
て
お
り
、
そ
の
価
格
は
キ
ロ
37
円
。

ほ
と
ん
ど
が
加
工
仕
向
け
だ
。
東
京
市
場
で

は
、
10
年
に
入
荷
し
た
輸
入
キ
ャ
ベ
ツ
の
う

ち
、
中
国
産
が
１
７
３
ｔ
、
韓
国
産
が
２
１

１
ｔ
。
小
売
店
用
で
は
な
く
、
加
工
業
務
用

の
原
材
料
と
し
て
卸
売
会
社
が
手
当
て
し
た

も
の
だ
。

キャベツ
市
場
入
荷
は
平
年
並
み
だ
が
24
％
も
高
騰
。
加
工
業
務
用
の
新
規
産
地
化
で
供
給
力
増
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【
概
況
】

東
京
市
場
の
ネ
ギ
の
入
荷
量
は
、
08

年
に
は
近
年
稀
な
ほ
ど
の
入
荷
増
と

な
っ
た
も
の
の
、
単
価
は
む
し
ろ
強

含
み
で
推
移
し
た
。
09
年
に
は
入
荷

が
や
や
抑
制
さ
れ
た
が
、
10
年
は
08
年
と
比

べ
て
１
割
以
上
の
入
荷
減
と
な
り
、
単
価
は

前
年
比
43
％
高
で
����������










キ
ロ
��������








３
２
７
円
と
高
騰
し

た
。
10
年
の
入
荷
量
は
ど
の
月
も
平
年
実
績

を
下
回
り
、
８
月
以
外
は
単
価
も
上
回
っ
た
。

主
産
地
の
千
葉
が
前
年
よ
り
２
割
も
出
荷
を

減
ら
し
、
シ
ェ
ア
が
25
％
か
ら
20
％
に
ダ
ウ

ン
し
た
こ
と
が
響
い
て
い
る
。

【
�
�
�

背景�

】

か
つ
て
７
万
ｔ
以
上
も
あ
っ
た
輸
入
ネ
ギ
も
、

近
年
は
減
少
傾
向
で
、
特
に
09
年
、
10
年
は

３
万
ｔ
台
ま
で
落
ち
た
。
と
こ
ろ
が
10
年
は

前
年
よ
り
54
％
も
の
増
加
で
、
５
万
ｔ
を
超

え
た
。
た
だ
し
今
年
に
入
る
と
、
ほ
か
の
主

要
品
目
の
増
勢
が
続
く
中
、
ネ
ギ
の
輸
入
量

は
前
年
実
績
を
下
回
っ
て
お
り
、
国
産
が
巻

き
返
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
業

務
用
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
証
拠
だ
。
主
産

地
で
あ
る
千
葉
、
茨
城
、
埼
玉
は
、
遠
隔
産

地
に
比
べ
る
と
系
統
出
荷
の
割
合
が
低
く
、

供
給
が
安
定
し
て
い
な
い
。

ネギ
単
価
４
割
高
く
５
万
ｔ
輸
入
。
千
葉
産
の
２
割
減
響
く
が
今
年
は
回
復
へ
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【
�
�
�
�
�
�

今後

の
対応�

】

長
ネ
ギ
は
業
務
用
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
品
目

で
あ
る
。
家
庭
用
な
ら
小
ネ
ギ
で
も
青
ネ
ギ

で
も
代
替
が
利
く
が
、
業
務
用
に
つ
い
て
は

長
ネ
ギ
は
必
需
食
材
で
あ
る
。
不
作
時
に
は

東
京
市
場
に
荷
物
が
集
ま
る
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
東
京
市
場
で
２
割
も
の
入
荷
減
と
な
る

ほ
ど
だ
か
ら
、
昨
年
は
緊
急
輸
入
が
必
要
に

な
る
�
��

�
��������
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ほ
ど
�
�
��������
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の
事
態
だ
っ
た
の
だ
。
地
方
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
東
京
市
場
か
ら
転
送
し

た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
高
騰
し
た
。
ネ
ギ
は

各
地
で
生
産
意
欲
が
高
い
た
め
、
今
年
に
つ

い
て
は
輸
入
量
が
急
減
す
る
だ
ろ
う
。

【
�
�
�
�
�
�

今後

の
対応�

】

今
年
１
月
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
輸
入
量
は
約
１
２

０
０
ｔ
と
、
前
年
同
月
の
13
倍
も
の
数
量
が

あ
っ
た
。
加
工
・
業
務
用
需
要
者
が
昨
年
苦

心
し
た
、
国
産
の
不
安
定
さ
へ
の
警
戒
感
が

輸
入
増
を
招
い
て
い
る
。
他
方
で
こ
こ
２
～

３
年
、
各
地
で
加
工
・
業
務
用
の
大
玉
生
産

や
契
約
取
引
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
る
。
昨

年
は
一
年
を
通
じ
て
天
候
不
順
に
た
た
ら
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
甚
大
な
影
響
を
受
け
ず
に

済
ん
だ
の
は
、
大
小
の
生
産
が
存
在
し
た
こ

と
で
供
給
の
奥
行
き
が
出
て
き
た
か
ら
だ
ろ

う
。


